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1．これまでの審査会合で頂いた指摘事項について（1／2）

番号 指摘日時 シーケンス等 指摘事項の内容

490-6 H29．7．27
技術的能力1.9
有効性評価

可燃性ガスの爆発防止対策に係る酸素濃度監視設備（格納容器酸素濃度（ＳＡ））について、
起動の着手基準や手順との関係を踏まえて，格納容器ベント手順全体の成立性を整理して
提示すること。



2．指摘事項の回答（No.490-6）（1／3）

(1) 指摘事項

• 可燃性ガスの爆発防止対策に係る酸素濃度監視設備（格納容器酸素濃度（ＳＡ））について、起動の着手基準や手
順との関係を踏まえて，格納容器ベント手順全体の成立性を整理して提示すること。

(2) 回答

• 格納容器内水素濃度（SA）及び酸素濃度（SA）の監視（以下「濃度監視」という。）設備の起動着手基準は，炉心損
傷を判断した場合である。

• 起動着手判断後の操作概要及びタイムチャートは，以下のとおり。
濃度監視設備（サンプリング装置）の電源確保及び暖気状態を確認。（暖気は，母線電源（緊急用MCC）受電

後，自動的に開始。）

暖気完了後，濃度監視設備を起動し，格納容器内の水素及び酸素濃度の測定を開始。

第1.9-7図 格納容器内水素濃度（SA）及び格納容器内酸素濃度（SA）による格納容器内の水素濃度及び酸素濃度監視 タイムチャート

【技術的能力】



2．指摘事項の回答（No.490-6）（2／3）

第3.1.3-3図 「雰囲気圧力・温度による静的負荷（格納容器過圧・過温破損）」の作業と所要時間（代替循環冷却系を使用しない場合）（1／2）

【重大事故等対策の有効性評価】

• 格納容器ベント手順全体の成立性は，有効性評価のタイムチャートに操作の内容及び時間・タイミング等を整理し，成立することを確認している。

• 濃度監視についても，タイムチャートにおいて，電源確保後の暖気時間（最長30分）を考慮しても，測定・監視が成立することを確認している。



2．指摘事項の回答（No.490-6）（3／3）

第3.1.3-3図 「雰囲気圧力・温度による静的負荷（格納容器過圧・過温破損）」の作業と所要時間（代替循環冷却系を使用しない場合）（2／2）

(3) 記載箇所

• 技術的能力1.9 水素濃度による原子炉格納容器の破損を防止するための手順等
第1.9-7図 格納容器内水素濃度（SA）及び格納容器内酸素濃度（SA）による格納容器内の水素濃度及び酸素濃度監視タイムチャート

• 東海第二発電所 重大事故等対策の有効性評価
第3.1.3-3図 「雰囲気圧力・温度による静的負荷（格納容器過圧・過温破損）」の作業と所要時間（代替循環冷却系を使用しない場合）（1／2）（2／2）


